








































































て語っており、典拠となっていると考えられる が、 『黄帝内経素問』 （以下『素問』 ）である。 『素問』の理論基盤は陰陽五行説でる⑸
。以下に『素問』 「未病」と「五味」を例にとる。「未病」
従陰陽則生、逆之則死。従之則治、逆之則乱。反順為逆、是謂内格。是故聖人不治已病治未病、不 已乱治未 、此之謂也。夫病已成而後薬之、乱已成而後治之、譬猶渇而穿井 闘而鋳錐、不亦晩乎。
「五味」













































を語っているものであり、 「未病」と治国安民を重ね合わせて『素問』 巧みに利用することが可能な人物が『平家評判』の作者のひとりであると判明する。 はその営為が可能になる人物とはどのような人物か。本稿では当時 医学界 状況を鑑み、曲直瀬流医学に着目したい。
曲直瀬流の代表的な医学書は『啓迪集』 （天正二年成立） 『道三切




が慶長九年に、 『黄帝内経 註証発微』が慶長十三年に刊行されている。しかし、 『平家評判』が記してい 五官の図は『素問』には見えない。また、作者独自のものでもない その根拠としたところは、曲直瀬道三の『切紙』 （図
3） 、 『啓迪集』 （図
4）ではないだ
















































いる。そこで学ばれる学問は、 『切紙』 、陰陽五行、 『中国古典』 『経典』 『素問』 『啓迪集』である。福田安典氏は、














































『拾芥抄』 『日本紀』 『弓書』 『愚管抄』 『保元物語』 『平治物
 語』
『平家物語』 『源平盛衰記』 『義経記』 『東鑑』 『太平記』
    『甲陽
軍鑑』 『論語抄』 『通俗三国志』 『三略抄』
福田氏は「書籍が集まりやすいお伽の医家の蔵書は、貴人の私設
















る。この作品を『平家物語』の享受史の中におくことは間違いではない。しかし、中世の軍記 とは一線 画し、仮名草子として捉え直す必要がある。また『理尽鈔』 の関係も一線を画す必要があろう。例えば、巻一「吾身栄花」 ある多田家伝なる秘伝を作者が受け継いだと う語りを 『瑕類』において 真っ向から「寓言なり」と凡例で批判をしてい 本作品には鬼一 義経の問答、 『平家物語』に本来登場しない藤原秀衡、北条高時など、 『太平記』や『義経記』が混在している。更に『東鑑』から頼朝譚（巻十一「逆櫓」その他にも散見）を加筆すると う『平家物語』本文から遥かに逸脱してしまっているのである。つまり『平家評判』は『平家物語』に名を借りた啓蒙書・儒教的教訓 ど雑多な知識を多分 含む仮名



































      
の研究」 （二松学舎二十一世紀ＣＯＥプログラム日本漢文学研究の世界










































いて」 （ 『芸能史研究』一二 、一九九五・四）
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